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11

次

第

章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序

に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

1
.
個
人
と
国
家

の
間
の
緊
張
の
場
に
お
け
る
基
本
権

12
.

　

'

4
.

5
.

6
.

人
類
学
的
根
拠
づ
け

法
の
前
提

で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権
に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治
の
手
段
で
あ
り
口
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

客
観
的
原
則
で
あ
り
泥
襯
的
権
利
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

基
本
権
の
私
人
間
的
側
.而
に
つ
い
て

i¶1
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一
六

四

(
9
』
01

)

H
.
基
本

権
理

論

の
た
め

の
推
論

1

.
基

本
権

の
防
御

的

(d
efe
n
s
iv
)

理
解

と
構

成
的

(ぎ

房

葺

仁
二
く
)

理
解

2

.
右

.

.
つ
の
理
解

の
位

置
付

け

と
境

界

3

.
「制
度

的
」

(≫in
st
itu
tio
n
e
l]≪
)
基

本
権

理
解

の
概
念

に

つ
い
て

皿
.
国
家

の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権

i

民
監
的
法
秩
序
の
必
須
物

1
.
国
家
の
構
成
的
要
素

2
.
基
本
権

の
再
構
成

の

憲
法
制
定
者

に
よ
る
も
の

ω

連
邦
裁
判
所

に
よ
る
も
の

3

e)d)c)b)a)°

dd)cc)bb)as

(以
L

、

本

誌

一
L

O
号

)

民
主
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序

の
必
須
物

の
番
人
と
し
て
の
連
邦
裁
判
所

.不
文

の
基
本
・権
の
肯
認

連
邦
憲
法
第
四
条
の
極
限
ま
で
の
援
川

連
邦
憲
法

の
不
文

の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

一

権
利
実
現
の
過
桿
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

一
...条

の

い
う

「憲

法
」

の
権
利

」

の
概
念

経
済
的

11
政
治
的
領
域
に
お
け
る
立
法

の
事
前
形
成

立
法
の
正
式

の
手
続

個
別
事
案
毎

の
決
定
の
手
続

内
容
の
統
制

諸

々
の
予
続
段
階

の
相
関
的
作
用

4
.
少
数
者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス
に
お
け
る
基
本
権
の
、

の

連
邦
国
家
の
統
合

ω

経
済
制
度
の
保
障

第
.
.章

基
本
権
の
実
現

1
.
基
本
権
を
具
体
化
す
る
必
要
性

そ
の
他

の
特
殊
な
機
能

,一,

以i
s

L本

≡1:じ8
.IuL'・り

口

 

(
以

ヒ

、

本

誌

一
し

.
げ
ヴ
)

〔V皿」
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H
.
基
本

権

の
部
分

的
内

容

1

.
基

本
権

の
、

直
接

的
請

求

の
根
拠

と

な
る
内

容

2

.
プ

ロ
グ
ラ

ム

の
層

(肩

o
σq
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
c
h
ir
h
t
)

3

.
単

純

な
法
適

川

の
際

の
基
本

権

の
側
面

U
.　

的

(fla
n
k
ier
en
d
)
作

用

皿
.
様

々
な
基

本
権

内
容

の
国
家
機

関

へ
の
配

分

(Z
u
o
rd
n
u
n
g
)

1
.
課

題

ー

適
切
な
機
関
の
決
定

2

.
立

法

者

3

.
執

政

(R
e
g
ie
ru
n
g
)
と

行
政

(く
㊤
・≦
巴
ε

ロ
㎎
)

4

.
判

例

付
説

.
権

限
あ

る
国
家

機
関

の
決
定

に
か
ん

す

る
事

例

と

し

て
の

ス
イ

ス
基

本
権

判
例

の
歴

史

.
基
本

権

に
も
と

つ
く

給
付

請
求

権

(L
e
is
tu
n
g
sa
n
s
℃
r
u
c
h
)
ー

社
会

的
基

本
権

1

,
問

題

2

.
連

邦
裁

判
所

の
判

例

3

.
連

邦
裁

判
所

判
例

の
分

析

　e)d)c)b)a

 

4

.
司

法
審

査
適
合

性

V
.
C
=憲

.
釈

(V
er
fa
s
su
n
gq
s
k
o
n
fo
rm
e
A
u
sle
gq
u
n
gq
)

1
.
原

則

2
.
連

邦
裁
判

所

の
憲
法

裁
判

権

に
お
け

る
意

義

田

邦
法

令

に
対

す
る
抽

象
的

規
範

統
制

励

邦

の
個

別
的
行

為

に
対
す

る
審

査

警
察
の
保
護
義
務

公
的
根
拠
の
援
用

給
付
の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

.平
等
処
遇
の
命
令

に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

拘
留
法

(H
a
ftr
ec
h
t)

に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

(
以

L

、

本

誌

ヒ

.一

.号

)

(以

L
、

本
誌

。
L

四
号

)

..
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一
」
ハ
L
ハ

(
401

)

の

連

邦

法
律

の
合
憲

解
釈

(
以
卜
、

本

誌

↓
L
症

号

)

付

説

.
適

川

事
案

に
お

け
る
連

邦
参

弊
会

命
令

の
審

査

3

.
憲

法

に
適
合

す

る
裁
娃

権
行

使

(E
rm
es
se
n
sa
u
s
u
bu
n
g
)

W
.
基
本

権

の
第

..、者
効

力

1
.
問

題

2
.
第

...者

効
力

説

の
論
拠

3

.
基

本
権

の
第

.一.者

効
力

の
原

則
的

承
認

の

学

説
と

憲
法

(D
o
k
trin
a
n
d
V
e
r
fa
s
su
n
g
sr
ec
h
t
)

の

連

邦
裁

判
所

の
判

例

4
.
私

法

に
お
け

る
基

本
権

の
適

川
状

混

(A
n
w
en
d
u
n
gq
sm
o
d
a
lita
t
)

の

直

接
的

第

...者
効

力
か

間
接

的
第

...者
効

:

-a

(d
ir
ek
te
o
d
e
r
in
d
ir
ek
te
D
r
itt
w
ii・k
u
n
g
)
?

の

区

別
す

べ
き

必
要
性

の

第

...者

効
力

理
論

と
基
本

権

の
部

分
的
内

容

(以

L
、

本
誌

一
L

六

日ヴ
)

第

...章

基

本
権

の
妥

当
領

域

に

つ
い
て

ー
.
妥

当

領
域

の
決
定

1
.
方
法

論
的

注
記

2
.
人
的
妥
当
領
域

の
確
定

-

各
論

(以
L
、
本
誌
本
号
)

H
.
基
本

権

制
約

の
問

題
と

の
関

連

第

四
章

基

本
権

の
制

約

1
.
法

律
L

の
根
拠

1
.
法

律

と
基
太
・権

の
問

の
同

一
化

傾
_

(K
o
n
ve
rg
e
n
z
)
と

衝
突

2

.
基

本

権
制

約

の
た

め

の
前

提

と
し

て

の
法
律

の

基

本

権
制
約

の
際

の
法
律

の
位

置
付

け

励

法
律

の
根

拠

の
要
清

の

個

別
事

例

IXI
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囲

特
別
の
法
律
関
係

ぬ

警
察
的

一
般
条
項

付
説
。
慣

習

法

の

法
律
L
の
根
拠

の
要
求
に
か
ん
す
る
連
邦
裁
判
所

の
そ
の
他
の
国
法
裁
判

の
基
本
権
関
係

(G
r・u
n
d
r
ec
h
tsb
e
zu
g
e
)

ω

代
表

の
原
則

㎏㎞

連
邦
憲
法
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
合
法
性
の
原
理

の

評

面

C

.I

f

3
.
基
本
権
保
障

の
た
め
の
法
律

の
機
能

へ
の
期
待

の

法
律

へ
の
伝
統
的
な
期
待

切

.平
等
に
処
遇
す
る
法
律

の
自
山
保
障
機
能
の
喪
失

の

個
別
事
例
毎
の
正
義
に
か
ん
す
る
法
律
的
規
律
の
不
可
能
性

の

判
決
の
正
確
さ
の
た
め
の
最
善
の
保
障
を
と
も
な

っ
た
手
続

n
.
公
共

の
利
益
と
比
例
原
則

1
.
基
本
問
題
門
利
益
衡
量

2
.
利
益
衡
駐
の
方
法

3
.
公
共
の
利
益
の
決
定

の

社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

切

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
乎
続
と
基
準

の

「公
共

の
利
益
」
概
念

の
不
卜
分
さ

の

妥
当
す
る
侵
害
利
益
の
質

の
審
査

4
.
比
例
原
則

の

客
観
的
内
容

切

行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容

の

基
本
権
侵
害
の
審
査

の
際

の
比
例
原
則

知

翻

出
発
点
11
基
本
権

の
保
護
領
域
の
関
係
性

186一
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ω

基
本
権

の
比
例
原
則
審
査

の
特
殊
性

酌

人
的
関
係
の
懸

の

そ
れ
白
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
川
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

酬

比
例
原
則
と
螢

の

特
別

の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
?

囲

連
邦
裁
判
所

の
判
例

め

基
本
権

の
時
宜
に
叶

っ
た
性
格
か
ら
出
る
疑
念

酬

一
般
的
比
例
原
則

〔の
原
理
〕
に
よ
る
恣
意
鉢
歪

の
限
界
付
け

ω

付
言

11
人
格
的
自
山
と
の
関
係

z

皿
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容
の
保
障

の
機
能

田

歴
史
的
視
点

ω

疏
法
の
制
約

の

判
決
の
制
約

2
.
核
心
的
内
容

の
確
定

d)c)b)a

判
決
の
展
開
指
針

核
心
的
内
容

の
確
定
に
つ
い
て
の
方
法

核
心
的
内
容

の
確
定
に
対
す
る
国
際
法

の
影
響

ぢ

り

q
j

佃汐

3
.
核
心
的
内
容

の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
κ
章

基
本
権
の
競
合

1
.
序

論

H
.
競
合
問
題
解
決

の
不
可
避
性

1
.
基
本
権
の
多
様
な
機
能

2
.
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

一
六

八

(
601

)

一185一



3
。
時
効
の
適
用
を
受
け
ず
か

つ
不
可
譲

の
基
本
権

田
.
課
題

口
紛
争
の
中
に
具
体
的
に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益

の
分
析
と
評
価

1
.
具
体
的
な
紛
争
局
而

の
関
連
性

(R
elev
a
n
z
)

2
.
す
べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容

へ
の
顧
慮

W
.
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の

・
他

の
基
本
権
と
の
関
係

に
つ
い
て

第
六
章

人
権
の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
ヒ

の
基
本
権
と
の
関
係

1
.
園
際
法
に
お
け
る
人
権

1
.
国
際
的
次
.兀
で
の
人
権
の
法
典
化

2
.
国
際
法
的
人
権
保
障

の
固
有
性

H
.
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障

の
妥
当
性

1
.
判
決
に
か
ん
し

て

2
.
立
法

に
か
ん
し

て

3
.
外
交
政
策
に
お

い
て

皿
.
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約

(E
M
R
K
)
の
間
の
関
係

1
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
憲
法
水
準

2
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
保
障
と
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
の

.
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時
に
援
川
さ
れ
た
場
合

に
連
邦
裁
判
所

の
執
る

べ
き
措
置

ナ

4求

イ

凸虫

事
項
索
引

〔XI〕

184一
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第
三
章

基
本
権

の
妥
当
領
域
に

つ
い
て

1
.
妥
当
領

域

の
決
定

1
.
方

法
論

的

注
記

基

本
権

に
か

ん
し

て
も
、

法

規
範

一
般

に
か

ん
し

て
も

全
く

同
様

で
あ

る
が

、

そ

の
妥

当

領
域

を
問

う

に

は
、
事

物
的

、

人

的
、

時
間

的

お
よ

び
空
間

的

な
観
点

を
必

要
と

す

る
。

こ
れ
を

一
般

的

に
叙
述

す

る

こ
と

は
、

ほ
と

ん

ど
不
可

能

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

問

題

は
、
各

基
本

権

に

つ
い
て
個
別

に
観
察

さ
れ

る

べ
き

で
あ
る
。

基
本
権

の
妥

当
領
域

を

い
か
な

る
方
法

を

も

っ
て
定

め
る

べ
き
か

の
探
究

は
、

一
般

基
本

権
理

論

(a
llg
e
m
e
in
e
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
le
h
r
e
)

C̀
課
題

に
属

し

て
い
る
。

包

摂
さ

れ

う
る

よ
う

な
、
限

定
さ

れ
か

つ
体
系

化

さ
れ

う

る
概
念

に
お

け

る
、
か

つ
て
は
法
律

家

に
は
よ
く

知

ら
れ

た
思
考

は
、
基

本

権

に
か
ん

し

N
は
'

詳,
述

C
w
e
ite
rf
u
h
i°e
n
)

す

べ
き

事
柄

は
ほ
と

ん

ど

な

い
。

或

る
基
本

権

の
保
護

領
域

(
S
ch
u
tz
b
e
r
e
ic
h
)

を
概

念

的

に
確

定

す
る
す

べ
て

の
試

み

は
、
新

ら
し

く
発
生

し

た
事

実
関

係
と

基
本

権

の
作
用

領
域

の
予

見
不

可
能

な
諸

問
題

と

を
、
新

し

い
保
護

利

益
を

顧
慮

す

る

こ
と
な
く

排
除

す

る
危
険

を
冒

す

(
G
e
fa
h
r
la
u
fe
n
)

こ
と

に
な

る
。

右

の
こ
と

は
、
プ

レ

ス
の
自

由

に
か
ん

す

る
連

邦

裁
判

所
判

例

の
中

で
明
示

的

に
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

〔90〕
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連

邦

裁

判

所

は
、

長

年

月

、

プ

レ

ス

の
白

山

の

保

護

対

象

を

、

"プ

レ

ス
"

の

概

念

を

精

確

に
定

義

す

る

こ
と

を

と

お

し

て
画

定

す

べ
く

試

み

て

い
た

。

そ

し

て

、

こ

の

"プ

レ

ス
"

概
念

の
も

と

"
'

公

共

(O
ff
en
t
lic
h
k
e
it
)

6

た

め

に
、

換

言

す

れ

ば

多

か

れ
少

な

か

れ

大

量

の
読

者

の
た



め
に
向
け

ら
れ

・
理
念
的
な
目
的
設
定

を
も

っ
た
印
刷
物

で
あ

る
と
解

し
た
。

こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ

「
電
話

ツ
ィ
ー
テ

ィ
`
.v
」

(≪
T
e
le
fo
n
z
iit
ig
≫
)

に

つ
い
て
プ
レ

ス
の
白
由
を

引
合

い
を
出
し
た

と
き

に
、

ま
た
、
官

公
庁

の
情
報
を
伴
な

っ
た
法
的

に
平
等

な
供
給

を
求

め
る
請
求
権
を

こ
の
白
由

か
ら
導

き
出

そ
う
と
し
た
と
き

に
、
狭
き

に
過

ぎ
る

こ
と
が
判

明
し
た
。
連

邦
裁
判
所
は
、
概
念
的
考
察
方
法

を
離

れ
、
次

の
よ
う
な
事
実
を
決
定
的

に
考
察

に
入
れ
る
に
至

っ
た

つ
ま

り
、

「
電

話

ツ
ィ
ー
テ

ィ

ッ
ヒ
」

に
は
印
刷
さ
れ
た
プ

レ
ス
と
比
肩

し
う
る
情
報

機
能
が
認

め
ら

れ
る
こ
と
、

そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
は
、
伝
統
的

な
プ

レ

ス
と
同

様

の
方
法

で
官
庁

の
情
報

を
供
給

し
う
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、

で
あ
る
。

そ

の
際

に
考

察

の
出

発

点

に
置

か
れ

る

べ
き

も

の

は
、

基

本
権

擁

護

と

い
う

日
的

設

定

と
、

白

由

で
か

つ
ト

分

に
情

報

を
提

供
さ

れ

た

(
in
fo
rm
ie
i°t
)
社
会

の
た
め

に
果

た
す
基

本
権

の
機
能
と

で
あ
る
。
プ

レ

ス
の
白
山
を
掌
受

す
る

の
は
ど

の
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
か
と

い
う
問

題

に

は
、

こ
う
し
た
考
察

を
通
し

て
回
答
す
る

こ
と
が

で
き
た

の
で
あ
る
。

右

の
判

決

は
、
基

本
権

の
妥

当

領
域

の
問
題

に
は

い
か
な

る
方
法

を

も

っ
て
と

り
か

か
る

べ
き

か
を
、

例
示

的

に
説

い
た
も

の

で
あ

る
。

問

わ
れ

る
も

の
は
、

い
か
な

る
人

と
事
実

関
係

が
基

本
権

の
保

護
を

受

け
る

べ
き

な

の
か
、

ま
た
、

基
本

権

が
そ

の
日

的

設
定
を

満

た
す

の

は

い

つ
と
す

べ
き

か

で
あ

る
。

基
本

権

の
妥
当
領

域

の
概
念

的

な
確
定

を
断

念

す
る

こ
と

は
、
保

護

領
域

が
全

く
不

明
確

で
輪
郭

が

ぼ
や

け
た

も

の

で
あ
り

つ
づ

け

る

こ

と
を
意

味

し

は
し

な

い
。

右

の
C
dr?
は
'

通

例
'

定
義

的

(d
e
fin
it
o
r
is
ch
)

で
は
な
く

、
本

質

的

に
口
的

論

的

(t
e
le
o
lo
g
is
c
h
)

に
定

め
ら

れ
る

べ
き

も

の

で
あ

る
。

基
本

権

の
口

的
設

定
、

基
本

要
素

(
E
ss
e
n
t
ia
lie
n
)

6
保
護

に
対

す

る
制
約

お

よ

び

国
家

機
関

の
権

限

に

つ
い
て

の
機

能
的

限
界

へ
の
洞
察

は
、

右
を

具
体

化
す

る
課
題

に
と

っ
て
の
照
準

=
,
CR
ic
h
t
p
u
n
k
t
)

で
あ

る
。
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一
ヒ

ニ

(
091

)

2
.
人

的
妥

当
領

域

の
確

定

各
論

(911

の

基
本

権

の
保
護

領
域

は

そ

の
目

的

に
よ

っ
て
確

定
さ

れ

る

べ
き

で
あ

る

と

い
う

こ
と
は
、

人
的

妥
当

領
域

を
定

め

る
際

に
、

つ
ま
り

基

本

権

の
担

;
Nfi

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
t
ra
g
e
r
)

6
問
題

に
際
し

て
、

極

め

て
は

っ
き
り

と
明

ら

か

に
な

る
。

出

発
点

と
な

る

の

は
、

基
本

権

が

、

個

人

に

い

わ

ゆ

る

主

観

的

権

+=F

(
s
u
b
je
k
t
iv
e
s

R
e
c
h
t
)
'

-;,
-U
え

ば

;　
権

(
P
r
iv
a
t
re
c
h
t
)

と

は

逆

に

ー

前

提

な

し

に

 帰
属

す
る

と

こ
ろ

の
個

人

の
主
観

的
権

利

で
あ

る
と

い
う

こ
と
を

、
確
定

す

る

こ
と

に
な

る
。

基

本

権

支

担

者

の
問

題

(G
r
u
n
d
r
e
ch
t
st
ra
g
er
s
ch
a
f
t)

は
、

ス
イ

ス

に
お

い

て

は
今

日
、

部

分
的

に

は

国
際

条

約

の
上

で
規

定

さ

れ

て

い

る
。

す

な

わ
ち

、

欧

州

人

権

保

護

条

約

(E
M

R
K
)

の
批

准

に

よ

っ
て
、

ス

イ

ス

は
、

外

国
人

お

よ

び
無

国

籍

者

を

含

む

す

べ
て

の
人

に
対

し

て
右

条

約

ヒ

の
権

利

を
保

障

す

る

こ

と

を
、

自

ら

に
義

務

づ

け

た

の

で
あ

り

、

と

り

わ

け

て
、

同

条

約

一
六

条

が

、

意

見

表

明

の
自

由

、

集

会

・
結

社

の
自

由

お

よ

び
差

別
禁

止

(
9

s
k
rim
in
ie
ru
n
g
s
v
e
rb
o
t
)

に
か

ん

し

て
、

外

国

人

の

政

治

的

活

動

の
観

点

か

ら
、

国

法

(
L
a
n
d
e
s
re
c
h
t)

に
よ

る

特

別

の
制

約

の
た

め

に

一
定

の
留

保

を

置

い

て

い

る
。

一181一

 

の

若

下

の
事
例

で
明
ら

か

に
さ

れ

る

べ
き

は
、

基
本

権

の
人
的

妥
当

領
域

の
意

味

の
決

定

は

ほ
と
ん

ど
定
義

的

に
は
な

し

え
な

い
も

の

で
あ

っ
て
、

そ

の
都
度

該

当

す

る

(b
e
t
r
o
ffe
n
)
形

で
基

本

権
位

置

を

目
的

方

向

(Z
ie
lr
ic
h
t
u
n
g
)

に
向

け
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

謝

未

成

:'L
者

6

(M
in
d
e
rja
h
r
ig
)
基

本

権

が

い
か

な

る
範

囲

で
妥

当

す

る
か

と

い
う

問
題

は
、

抽

象

的

な

"基

本

権

の
成

年
"

(G
r
u
n
d
r
e
ch
t
s
m
u
n
d
ig
k
e
it
)

へ
の
立

ち
戻

s
`

(R
u
ck
g
r
if
f)

に
よ

っ
て

一
般

的

に
答

え
ら

れ

う
る

も

の

で
は
な

く
、

各

々

の
基

本

権



位

置

に

つ
い

て
と

り

わ

け
実
体

的

(
ヨ
9。
鼠
二
Φ
5

権
利

問

題

と
し

て
探

究

さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。
時

と

し

て
、

実

定

的

な

(p
o
s
itiv
)

法

秩

序

が

"基

本

権

の
成

年

"
を

区

々
の
仕

方

で
、

し

た

が

っ
て
信

教
お

よ
び

良
心

の
自

由

(連

邦
憲

法

四
九

条

一..項

)

の
分
野

で
、
ま

た
は

契

約

の
自

由

(
民
法

〔N
Ω
bd
〕

お

よ
び
債

務
法

〔○
即
〕
)

と

の
関
係

で
配
分

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

人
格

的

自

山

の
領

域

に
お

い

て
は
、

未

成

年
者

お

よ
び

禁

治
産

者

も

ま

た
判
断

無

能
力

者

(U
r
t
e
ils
u
n
f
a
h
ig
e
)

も

権

利
?
'
体

(R
ec
h
ts
t
r
a
g
e
r
)

で
あ

る

こ
と

が
、

通
例

、
争

わ
れ

て
い
な

い
。

こ
れ

に
反
し

て
、

権
利

の
独

立

し
-;,

(
s
e
lb
s
ta
n
d
ig
)
行

使

(
訴
訟

追
行

能
力

〔℃
】。o
N
①
ωω
莚
三
σq
ざ

己

)

の
問

題

に

つ
い

て
は
、
論

議

の
あ

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

合
衆
国
最
高
裁
判
所

判
決
が
、
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
権

利
J

(≪
r
ig
h
t
o
f
p
riv
a
c
y
≫
)
か
ら
、
両
親

の
許

可
な
く
妊

娠
中
絶
を
決
定
す
る
未
成
年

者

の
権
利
を
導

い
て
い
る
の
は
、
興
味
深

い
。

、
漉
.

㈲

法
-G

(j
u
r
is
t
is
c
h
e
P
e
r
s
o
n
)

6
基
本

権
主

体
性

の
問

題

も
、

同
様

の
仕
方

で
取
り
組

ま

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

ド
グ

マ
的
構
成

は
、

こ

こ
で
も

ほ
と
ん

ど
追

求
さ

れ

な

い
。

こ
の

こ
と

は
、

信
仰

お

よ
び
良

心

の
自
山

に
か
ん
す

る
連
邦

裁

判
所

判
決

の
事

例

に
お

い
て
と
り

わ

け
明
瞭

で
あ

る
。

次

の
ご
と

く

で
あ

る
。

連
邦
裁
判
所

は
、
法

人
は

い
か
な

る
信
仰
を
も
持

つ
も

の
で
な
い
が
ゆ
え

に
、
信
仰
お
よ
び
良

心

の
自
由
を
主
張
す

る
資
格

を
有

し
な

い
と

い
う

こ
と

を
、

確
定
し
た
判
例

の
中

で
確
言
し

て
い
る
。

そ

の
結
果
と
し

て
、

〔連
邦
〕
裁
判
所

の
見
解

に
よ
れ
ば
、
法
人

は
、

何
人
も
自
己

の
信
仰
と

相
客

れ
な
い
宗

教
団
体

の
た
め

の
　
(化
税

(K
u
lt
u
ss
te
u
e
r
)
を
課
せ
ら
れ
る

こ
と
は
な

い
と
す
る
連
邦
憲
法
四
九
条

六
項

の
保
障

に
含
ま
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
思
考
方
法

は
、
私
見

に
よ
れ
ば
、
短
絡

に
把
握
し
す
ぎ

て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
基
本
権

の
　
.　

(G
i°u
n
d
i°e
c
h
ts
sich
t
)
か

ら
す
れ

ヨ
ル
ク

・
パ
ウ
ル

:
・・
ユ
ラ
ー

『
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
」

(八

)

一
ヒ

三

(翻
)
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一
ヒ

四

(
ウ
耐
9

)

ば

、

"法

人

"

と

い

う

擬

制

(F
ik
tio
n
)

は
、

現

実

に
対

す

る

分

析

に

服

従

し

な

け

れ

ば

な

ら
な

い

も

の

で
あ

る
。

た

と

え
ば

、

信

仰

心

の
篤

い

(g
la
u
b
ig
)

ユ
ダ

ヤ

人

の
個

-G
　
'-G

(E
in
ze
lk
a
u
fm
a
n
n
)

は
株

式

会

社

と

い

う

ー

お

そ

ら
く

は
組

織

的

か

つ
法

的

に

必

要

と

さ

れ

る

法

形
式
を
選
択
す

る

こ
と
は

で
き
な

い
、

そ
の
理
由
は
そ
う
な

る
と
彼

は
爾
後
、
無
縁

の

(f
le
m
d
)
宗
教
団

体

に
税
を
支
払

わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

に
あ
る
、
と

い
う
論
理

は
、

い
か
な
る
も

の
を
持

ち
出

し

て
も
正
当
化
さ
れ

る
も

の
で
は
な
い
。
企
業

が
ひ
と

つ
の
法

的
形

態
を
選
択
す
る

際

に
そ
の
都
度

の
不
利
益
を
も
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
連

邦
裁

判
所

の
示
唆
は
、
個
人

(I
n
d
iv
d
u
u
m
)

商
業

に
従
事
し

て
い
る
個

人

に
つ
い
て
も

の
信
仰

お
よ
び
良

心
の
自

由

の
根
基
的
な

(
g
r
u
n
d
le
g
e
n
d
)
意
義
を
考
慮

に
入
れ

て
い
な

い
も

の
で
あ

る
。
基

本
権
が
ま

さ
し
く
常

に
要
求

す

る

の
は
、

事
物

を
個
別

化
す

る

(in
d
iv
id
u
a
lis
ie
r
e
n
d
)
考
察

方
法

で
あ

っ
て
、

と

い
う

の
は
、
法

人

と

い
う

"仮

面
"

(S
c
h
le
ie
r
)
は
取
り
除
か
れ
、
ま
た
そ

の
背
後

に
ひ
そ
ん

で
い
る
人
的
関
係
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

リ

　

面

い
わ

ゆ

る
公
法

人

の
基

本

権

主
体

性

の
問

題

(
G
r
u
n
d
re
c
h
t
s
t
ra
g
e
r
s
c
h
a
ft
o
ff
en
tlich
r
e
c
h
tlich
e
r
K
o
rp
o
r
a
tio
n
)

に

つ
い

て
は
、

連
邦

裁
判

所

は
、

こ
れ

を
し

ば
し

ば
純
粋

に
形
式
的

な
議

論

を
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
処

理
し

て
い
る
。

基
本

権
が

国

家

権
力

に
対
し

て
向

け
ら

れ
る

と

い
う

こ
と
を

前
提

に
す

る

な
ら
ば
、

ま
さ

に
こ

の
国
家

権
力

の

一
つ
の
部
分

機
関

は
、

国
家

権
力

を
行

使

し

え
な

い

の
で

あ
る
。

一179一

 

連

邦

裁

判

所

は

、

自

治

体

(G
e
n
ein
d
e)

に

か

ん

し

て
、

そ

の
他

の
憲

法

ヒ

の
権

利

の
主

張

(
〉
弓

三

g
コ
σq
)

が
白

治

体

の
権

限

と

し

て
認

め

ら

側

れ

な

い

こ

と

は
、

自

治

体

の

「
憲

法

的

観

点

か

ら

の
」

(《
く
霞
賦

ω
の虹
口
σq
s
re
c
h
t
lic
h
g
e
sich
e
r
t
≫
)
自

治

領

域

の

侵

害

に
該

る
、

と

い
う

限

り

で
例

外

を

設

け

て

お

り
、

さ

ら

に
、

自

治

体

だ

け

で

な

く
、

あ

ら

ゆ

る

公

法

上

の
団

体

も

、

私

人

と

同
様

の

行
動

を

し

、

ま

た

適

切

に

関

係

を

も

っ
て

い

る

と
き

に

は
、

基

本

権

の
保

障

を
請

求

す

る

こ
と

が

で

き

る
、

と

し

て

い
る
。



右

に
挙

げ

た
議

論

の
中

で
示

さ

れ
た

考

え

は
、

次

の
よ

う

に
要

約

で
き

る
。

す

な

わ
ち

、

公
法

ヒ

の
組

織

(
In
s
titu
t
io
n
)

も

、

基
本

権

に
か

か
わ

る
事

柄

(g
r
u
n
d
r
e
c
h
tlich
es
A
n
lie
g
e
n
)

を
現
実

化

す

る
た

め

の
中

心
的

な

仕
方

で
活
動

(巳
①
コ
Φ
コ
)

す
る

こ
と

が

で
き

る

の

で
あ

り
、

特

別

の
基

本

権

に
か
か

わ

る

事

柄

の
防

御

の
た

め

に
時

と

し

て
要
求

さ

れ

る

の
は

、

制

度

が

そ

れ
白
体

と

し

て
重

要

な

(
r
e
le
v
a
n
t
)
　
i本

権
を

引
き

合

い

に
出

す

こ
と

が

で
き

る
、

と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

そ
れ

ゆ
え

に
、

た
と

え
ば

、

『
プ

ロ

・
ヘ
ル
ヴ

ェ
テ

ィ

ア
』

〔誌

)

(
P
r
o
H
e
lv
e
tia
)

そ

れ

は
公
法

上

組
織

さ

れ

た
も

の

で
あ

る
が

は
、

ス
イ

ス
の
文

化
　

造

(K
u
n
s
t
s
c
h
a
ffe
n
)

を
国

家

か

ら
独

立

し

て
推

進

す
る

こ
と

が
自

己

に
委

託

さ

れ
た

も

の

で
あ

る
限
り

で
、
文

化

の
　LL
-=

(K
u
n
s
t
f
re
ih
e
it
)

C>̀

;
い
手

な

の

で
あ

る
。

ω

メ
lh
イ
ア
権

(M

e
d
ie
n
r
e
c
h
t
)

S
領
域

に
お

い

て
は
、

た

と

え
ば
、

S

R
G

が
国
家

か

ら
独

立

し

て
い

る
か
否

か

の
問

題

に
対

す

d

る
答

え

は
、

S

R
G

が

「
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
の

*　u
」

(≪
R
a
d
io
-
a
n
d
F
e
rn
se
h
fr
e
ih
e
it
≫
)

E
`
担

い
手

で
あ

る
か

否

か

に
か

か

わ
り

な
く
出

さ

れ
る

が
、

そ

の
よ
う
な

場
合

に
は
、
現

実
的

に
憲

法
問

題
を

扱

う
と

い
う
視

角

は
閉
ざ

さ
れ

て

い
る
。
基

本
権

の
出
発

点

は
、

S

R
G

は
優

れ
た
仕

方

で
全
体

的

に
政
治

的

・
文

化
的
意

見
形

成

に
関
与

し

て
お
り

、

そ
れ

ゆ
え
意

見
表

明

お

よ
び
情

報

の
自

由

の
た

め

の
本
質

的

な
機
能

そ
れ

は
開

か

れ
た
民

主
的

社

会

の
生
活

要
素

で
あ

る

を

充
足

し

な
け
れ

ば
な

ら

な

い
の

で
あ

る
、

と

い
う

こ
と
を
確

認

す
る

こ
と

に
あ

る
。

こ

の
こ
と

か
ら
問

わ

れ
る

べ
き

は
、

そ
う
し

た
制
度

に
対
す

る
国

家

の
監
督

を

め
ぐ

っ
て
、

い
か
な

る
限

界

が
基
本

権

か
ら
生

ず

る
か
、

で
あ
る
。

178

i951

人

が
、

少

な

く

と

も
部

分

的

な

「国

家

か

ら

の
独

立

性

」

(
≪
S
ta
a
ts
u
n
a
b
h
a
n
g
igq
k
e
it
≫
)

が

不

可

欠

で
あ

る

こ
と

を

認

め

る
な

ら

ば

、

そ

れ

が

ど

の

よ

う

な

仕

方

で
実

現

さ

れ

る

べ
き

か

は

、

な

お

決

定

的

な

問

題

で
は

な

い
。

多

様

な

可
能

性

が

開

か

れ

て

お

り
、

ま

た
、

解

答

を
、

「
ラ

ジ

オ

　

 お
よ
び

テ
レ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
の
自
由
」

の
中
か
ら
見
出
す

こ
と
は

で
き
な

い
。

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(八

)

一
七

κ

(
391

)



一
七

六

(
491

)

の

連

邦

裁

判

所

は

、

基

本

権

の

人

的

(ま

た

は

事

物

的

(p
e
r
s
o
n
lic
h

Co
d
e
r
s
a
c
h
lic
h
)
)
)

妥

当

領

域

に

か

ん

す

る

・
議

論

の
余

地

あ

K
a

(s
t
r
itt
ig
)

問

題

に

つ

い

て

、

こ

れ

を

必

ず

し

も

実

体

的

な

(ヨ

讐

9

①
=
)

基

本

権

問

題

と

し

て

扱

う

の

で

は

な

く

、

時

と

し

て

国

法

訴

願

(s
t
a
a
t
s
r
e
ch
t
lic
h
e
B
e
s
c
h
w
e
r
d
e
)

6

た

め

の

提

訴

者

の

原

II
適

格

(
L
eg
it
im
a
t
io
n
)

S

問

題

と

し

て
扱

っ

て

い

る

。

こ

の

こ
と
は
、
実
体
法
上
の
問
題
設
定
が
中
心

そ
れ
は
事
案
の
原
告
適
格
審
査
の
領
域
に
あ
る
も
の
そ
れ
自
体
で
あ
る
ー

に
据
え
ら
れ
、

ま

た
、

純
粋

に
形
式

的

な
観
察

方

法

を
と

る
場

合

で
も
背

後

に
あ

る

(d
a
h
in
te
r
s
te
h
e
n
d
)
基
本

権

問

題

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
fr
a
g
e
n
)

を

顧
慮

す

る

こ
と

が
不

可
能

に
な
る

わ
け

で
は
な

い
間

は
、
案

ず

る

に
足

り
な

い
も

の
な

の

で
あ

る
。

そ
れ

で
、
た
と
え
ば
、
連
邦
裁
判
所

が
、
邦
法

は
再
選

へ
の

い
か
な

る
請
求
権
も
保
障

し
て
い
な
い
と
い
う
理
山
か
ら
、
再
選

さ
れ
な
か

っ
た
邦

公
務
員

に
国
法

訴
願
を
提
起

さ
せ
な

い
、

と

い
う
事
例

は
ト
分
な

も

の
で
は
な

い
の

で
あ

っ
て
、

な
ぜ
な

ら
、

そ

の
場
合

に
は
、

必
要
と
さ
れ

る

"法

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
た
利
益
"

が
欠

け
て
い
る

〔た
め
に
提
訴

で
き
な

い
の
で
あ

る
〕
か

ら
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
再
選
禁
止

は
、
官
吏

の
基
本

権
位

置
を
侵
害
す
る
可
能
性
を
も

つ
も

の
で
あ

っ
て
、

こ
の
侵
害
が
生
じ
う

る
の
は
、
た
と
え
ば
、
再
選
禁

止

で
官
吏

の
意
見
表

明
の
白
由
ま
た
は

信
仰

お
よ
び
良
心

の
自
由
が
無
視
さ
れ

る
結
果

が
生
じ

た
と
き
や
、
あ

る
い
は
、
官
吏

に
再
選
を
拘
束
力

あ
る
形

で
約
束
し

て
い
た

〔
に
も
か
か
わ

ら
ず
再
選
禁
止
が
実
施

さ
れ
た
〕
と
き

(
こ
の
場
合
は
信
義
誠
実
違

反
と
な

る
)

で
あ
る
。

今

日
の
判
例

は
、
結
果
的

に

純
粋

に
形
式
的
な

考
慮

に
も
と

つ
い
て

再
選

に
か
ん
し
て
基
本

権
保
障
か

ら
官

吏
を
除
外
し

て
い
る
。
官

吏
が
国
家

に
対
し

て
特
別

の
法

(
権
利
)
関
係

に
立

つ
と
い
う

こ
と
は
、

そ
れ
自
身
だ
け

で
は
、
官
吏

に
は
基
本

権

に
も
と

つ
く
提
訴
を
す

る
こ
と

が
否

認
さ
れ
る
と

い
う

こ
と

の
い
か
な
る
根
拠

に
も

な
り

え
な
い
。

(9G1

一177一

原

1

註
こ

9

と
`誕

と

り

わ
け

、

外

国
人
が

し、

か
な

る

範
囲
で
1,1;

本
権

保

障

を
riY

有
す
る
か
と
c
つ
問
題
に
か
ん
し
て
論
L
り
れ

菟

ス

イ
ス

に
お



い

て
争

わ

れ

て

い

る

の

は

、

た

と

え

ば

、

外

国

人

が

取

引

お

よ

び

営

業

の
白

由

を

援

川

す

る

こ

と

が

で

き

る

か

.否

か

と

い

っ
た

点

で

あ

る

。

.否

定

す

る

も

の

と

し

て

、

た

と

え

ば

、

=
ン
話

M

A
R
T
I,

D
ie

W

ir
t
s
c
h
a
f
t
s
f
r
e
ih
e
it

d
e
r

S
c
h
w
e
iz
e
r
i
s
c
h
e
n

B
u
n
d
e
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
B
a
s
e
l

1
9
7
6
,
S
°
°。
9

様

々

な

ニ

ュ
ア

ン

ス
を

も

つ
も

の

と

し

て
、

H
ン
Z
s
H
r
s
c
R

,
D
ie

G
t-u
n
d
「
e
c
h
t
e
d
e
r-
A
u
s
la
n
d
e
i-
in

d
e
r
S
c
h
w
iz

a
n
d
i
h
r
e

R
e
c
h
t
s
q
u
e
l
le
n
,
in
二
≦
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貯
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=
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N
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巨

o
P

ピ
ゆ
器

帥
ロ
冨
①

一
㊤
↓
刈
り
GQ
」

G。
①

h
°
`
ロ
α

℃
国
↓
勇

QQ
と
ン

〇
一z
°
Ω
「
仁
昌
9
6
0
ゴ
8

帥ヨ

≦

⇔
口
α
o
炉

爬
゜

A

u
f
la
g
e
,
B
e
r
n

1
9
7
5
,
S
°
旨

↓
°
外

国

人

の

基

本

権

」

の

地

位

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

R
l"D
O
I,F

W

E
R
T
G
¥
S
C
H
L
A
G

の

業

績

が

、

一
個

の

基

本

的

な

研

究

に

な

っ
て

い

る

(
G
i°u
n
d
r
e
c
h
t
e

d
e
r

A
u
s
l
a
n
d
e
r

i
n

d
e
r

S
c
h
w
e
iz

,
B
a
s
e
l
a
n
d

F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

1　
1
a
i
n

1
9
8
0
)
、

と

く

に

、

W

F.R
T
E
?z
S
C
FF
、≦

は

、

基

本

権

を

政

治

的

国

民

権

と

み

る

特

殊

に

ス
イ

ス
的

な

理

解

が

、

永

年

に

.旺

っ
て

外

国

人

の

基

本

権

保

障

の

拡

張

を

阻

害

し

て

き

た

こ

と

を

指

摘

し

N

い

る

(
S
.
2
1
0
f
f
)
"

(
2

)

多

数

の

判

例

を

代

表

す

る

も

の

と

し

て
、

B
G
E

9
6
I
5
°。
°。
h
を

見

よ

。

こ

れ

に

は

詳

細

な

註

釈

が

付

さ

れ

て

い

る

。

N
ロロ
=

頸

8
,
S
.
5
0
5
f
f
に

登

載

さ

れ

て

い

る

bσ
O
国

の

中

で

も

、

連

邦

裁

判

所

は

、

学

校

教

育

は

「
プ

レ

ス

の

作

=

J

(
≪
Y
r
e
s
s
e
e
r
z
e
u
g
n
is
s
≫
)

5

要

件

を

満

足

さ

せ

る

も
の
で
あ
る
か
.否
か
と
い
う
問
題
を
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
1

理
念
的
な
内
容
を
と
も
な

っ
た
印
刷
物
に
対
す
る
制
約
は
、
学
説
」
争

わ

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

か

ん

し

て

は

、

見
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(
4

)

同

様

の

趣

旨

に

疏

つ

も

の

と

し

て
、

次

の

も

の

も

あ

る

°

ー

U
t.rt

tc
tt
R
ン
ン
is
.a
t.舞

,
D
ie

B
e
s
t
im

m

u
n
g

d
e
s

S
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u
t
z
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e
r
e
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h
s

v
o
n

G

r
u
n
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r
e
c
h
t
e
n

n
a
c
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e
m

N
o
r
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c
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,
V
e
r・w
a
l
t
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n
g
s
a
r
c
h
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1
9
8
1
,
S
.
8
2
f
f
,
s
o
w
ie

d
e
r
s
e
lb
e
,
D
ie
f
a
k
t
i
s
c
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e
n

B
e
e
i
n
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a
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h
t
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n
g
e
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e
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E
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e
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t
u
m

s
,
B
e
r
l
in

1
9
8
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.

(
5

)

と

く

に

検

証

さ

れ

る

べ
き

は

、

基

本

権

6
　

織

(
t
e
l
o
s
)

が

核

心

内

容

の

釈

義

(
t
Jm

s
c
h
r
e
ib
u
n
g
)

を

ど

の

程

度

に

要

求

す

る

の

か

、

ま

た

絶

対

的

保

障

の

釈

義

を

ど

の

程

度

に

要

求

す

る

の
か

、

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

(
6

)

こ

の

概

念

は

、

H
IL
D
E
G
:I
R
D

K
R
l
'G
E
R
が

、

基

本

権

教

義

学

(
Ω
≡

コ
臼
,①
島

冨
傷
o
㎎
∋

9
二
7
)

の

中

で
詳

述

し

て

い

る

(
少

年

権

お

よ

び

親

権

に
よ

る

基

本

権

の
行

使

'

Z
e
i
t
s
c
h
r
if
t
f
u
r
d
a
s
gq
e
s
a
m

t
e
F
a
m

ilie
n
r
e
c
h
t

,
1
9
5
6
,
S
.
3
9
2
f
f
)
;
参

照

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

P
r
r
r
r　
S
と
_ン
u
ix

R
e
c
h
t
s
b
e
z
ie
h
u
n
g
e
n

z
w
i
s
c
h
e
n

E
lt
e
r
n

a
n
d

K
in
d
e
r
n

a
ls
G
e
g
e
n
s
t
a
n
d

d
e
s
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s

,
in
:
F
a
m

ili
e
n
r
e
c
h
t
im

w
a
n
d
e
l,
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れ

る
、

旨
定

め

て

い
る
。

そ

の

こ
と

か
ら

す
れ

ば
、

.原
則

的

に
、
問

題

は
ま

ず
次

の
よ

う

に
定

式

化
さ

れ

る
。

す

な
わ

ち
、
法
人

の
人

権
享
有

L

体
性

の
解
明

は
、

各
基

本
権

の
特

殊
性

に
応

じ

て
な

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
、
と

い
う

の
が

そ
れ

で
あ

う

(　
)

B
G
E

4
53
6
ff.
以
来
、

判
例

は
確

疏

し

て
い

る
。

(14

)

B
G
E

l
OZ
Ia
4
6
°。
hh°
は
、
学

説

の
批

判

的
見

解

に
か

ん
す

る

も

の
も
含

め

て
註
釈

を
記

し

N

い
る

(4
70
f)
°

こ
の
判

決

に
は
、
連

邦
裁

判

所

判

決

に
と

っ
て
の
新

し

い
も

S

(n
o
v
u
m
)

と
し

て
、

一
個

の
反

k
=-=?見

(d
isse
n
tin
g
o
p
in
io
n
)
が

公

に

さ
れ

て
い
る

(N
ごロ
I
19
7
7

,
S
.

17
2
ff)
;
7
B
J
V

]9
7
8
,
S
.
6
4
ff
を

も
見

よ
G

連

邦

裁
判

所

は
、

例
外

を
、

宗
教

的
結

社

(た

と
え

ば
、

自
由

教
C
'　

〔F
re
ik
irc
h
e
〕
)

に
か

ん
し

て

の
み
設

け

て
い
る

が
、
さ
も

な

け
れ

ば
、

白

由

教
会

の
構

成

員

た
ち

が
福

蹄
派

地

区
教

C'　

lL
a
n
d
e
sk
ir
ch
eI

S
た

め

の
教

会

税
を

支
払

う

こ
と

で
侵
害

を
受

け

る
か

ら

で
あ
り
、

つ
ま

り

そ

れ
は
、

「
連

邦
憲

法

四
九

条

.
項

に
含

ま
れ

て

い
る
信

仰

お

よ
び
良

心

の
n

山
な

ら
び

に

昌同

条
〕

六

項

に
お

い

て
右

白
山

の
保
障

の
た
め

に
設

け
ら
れ

た

.
教
会

税
徴

収
を

H
的

と
す

る
制

約

と
、

も
は

や
両

疏
し

え
な

い
」

(B
G
E

9
7
I
3
5
5
)
と

い
う
形

で
侵
害

を
受
け

る

の
で
あ

る
.

(15

)

B
G
E

10
2
Ia
4
76
°

(16

)

<
σq
1.
Z
B
J
V

19
7
8
,
S
.
6
4
ff,
=rG
-'-6び
'

B
G
E

1
04
Ia
4
7
0
f
に
掲

げ

ら
れ

て

い
る
著

作
者

た
ち

〔
の
文

献
〕
。

(17

)

こ
れ
は
ま

す

ま
す
切

迫

し
た

も

の
と

な

っ
て
い
る

が
、

と

い
う

の
は
、

特
別

の
状

況
を
前

提

に
し

て
の
私
法

お

よ

び
刑

事
法

に
お
け

る
場
合

に

も

、
法

人

の
背
後

に
い
る
白

然
人

へ
の

い
わ
ゆ

る

「
逆
増

幅
率

」

(《
O
∈

筈

σq
同
蔦

》)

が
可

能

で
あ

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
れ

に

つ
い
て
は
、

と
り

わ

け
'

B
G
E

92
II
1
60
ff,
参

照
、

ま
た

93
II
4
8
1
ff,
7
1
II
2
72
お

よ
び

72
II
6
7.

(18

)

団
体

が
、

権
利

を
侵

害
さ

れ

た
と
す

る
団

体
構

成

員

に
代

っ
て
訴

え
を
提

起

す

る
こ
と
が

で
き

る
か
否

か

は
、

い
か
な

る
実
体

的
な
基

本
権

問

題

と
も

か
か

わ

る
も

の

で
は
な
く
、

訴
訟

経
済

L

の
考
慮

か

ら
生

ず
る

も

の
で
あ

る
。
参
照

、
団
体

訴

訟

の
許
容

性

の
判
断

基
準

(区
『
ite
r
iu
ゴP
)

に

つ
い

て
、

H
a
n
s
M

.artT
t,
d
ie
S
ta
a
ts
i・e
ch
tlich
e
B
es
ch
w
e
i°d
e
,
4
.
>
u
f'la
g
e
,
B
a
se
l
a
n
d
S
t
u
ttg
a
rt
19
7
9
,
S
°
i
6
fF.

(19

)

こ
れ

に
か

ん
し

て
は
、

と
り

わ
け
、

しd
胃

ru
,E

,
a
.
a
.
O

(A
n
m
.
1
2
),
ま
た

、
K
ン
rt1.
A
[
c月
s
'r
B
c
T
T
Ertζ
.a
z
z
,
J
u
r
is
tisch
e
P
e
rs
o
n
e
n
d
es

o
ffe
n
tlich
en
R
ec
h
ts
a
ls
G
r
u
n
d
r
ech
ts
tra
gq
e
r,
N
J
W

19
6
9
,
S
.
13
2
1
ff°

(°

)

B
G
E
9
9
Ia
7
54
ff;
連

邦

裁
判
所

は
、

ベ

ル

ン
大
学

の
学

生

団
体

に

つ
い
て
、
聴

講
料

お

よ
び
授

業
料

に
か
ん

す

る
邦

政
庁

の
E_
　
=

(V
ei°o
r
-

d
n
u
n
g
)

に
対
し

て
憲
法

訴

訟
を
提

起
す

る
適

格

B

e
fu
g
n
is
)

を
否
定

し

て

い
る
。

(21
)

地

方

白
治

に
か

ん
す

る
連

邦
裁
判

所
判

決

の
発

展

に
か
ん

す

る
概
観

を
お

こ
な

っ
た

も

の
と
し

N
'

B
G
E

1
0
3
Ia
4
6°。
窒

白

治
領
域

の
外

延
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一
八

〇

(
091

)

は
、
邦

法

に
よ

っ
て
定
め

ら
れ

る

(多

数

の
判
決

を
代

表
さ

せ

て

B
G
E

10
3
Ia
19
4
)°

(
22

)

こ
の

よ
う

な
原

則

は
、

近

時

の
判

例

に

は
、

も

は

や
無

制
限

に
妥
当

し

て
い

る
。

「連

邦

裁
判

所

判
決

に
よ

れ
ば

、

白
治

体

は

、
白

治

訴
訟

(A
u
to
n
o
m
ieh
e
sc
h
w
e
rd
e
)

C>̀
分

野

で

攻

撃
方

法

の
意

味

に
お

い

て

ー

、

憲

法
」

の
個
人

権

に

も
と

つ

い
て

で
は

な

く

…
…
、

何

ら

か

の
不
文

の
、

ま
た

は
連

邦
憲

法

四
条

か

ら
導

か
れ

る

.
般
的

憲

法
原

則

に

こ
そ
も

と

つ

い
て
、

1

係
争

の

〔公
権

力

の

〕

介
人

に
よ

っ
て

侵
害

さ
れ

た

と

す
る

も

の
が
密

接

に
関

連
し

合

っ
た
自

治

の
中

に
属

し

て
い

る
限

り

で

1

提

訴

す

る

こ
と
が

で
き

る

…

…

L

(bd
O
国

」
昆

H⇔

ち

↓
°
し

ば

し

ば

参

照

さ

れ

て

い

る

)
。

自

治

体

の

広

範

な

基

本

権

保

障

を

要

求

す

る

も

の

と

し

て
、

H
ン
¥
s
P
E
T
E
R

ζ

ン
T
T
E
R
,
D
ie

L
e
gq
it
i
m
a
t
io
n

d
e
r
G
e
m

e
i
n
d
e

z
w
°
s
t
a
a
t
s
-

r
e
c
h
t
l
ic
h
e
n

B
e
s
c
h
w
e
r
d
e
,
B
e
r
n

1
9
6
5
,
S
.
2
4

ff
,
と

り

わ

け

留

3

ζ

ン
零

勇

は

、

n

治

領

域

の

執

行

は

事

情

に

よ

っ

て

は

最

も

狭

く

他

の

憲

法

L

の
権

利

と

最

も

緊

密

に

結

び

つ
く

、

旨

強

調

し

て

い
る

。

(
23

)

.;'
と

arc'ば

'

B
G
E

1
0
3
Ia

5
9
.
私

法

肚

組

織

さ

れ

た

、

し

か

し

国

家

脹
ハ
同

体

(
G
e
m

e
i
n
w
e
s
e
n
)

に

服

し

て

い

る

利

益

社

会

(
Ω
㊦
・゚
①
=
°。
o
ゴ
p。
h
戸

た

と

え

ば

あ

る

種

の

電

気

事

業

-<
-

(
E
le
k
t
i°iz
it
a
t
g
e
s
e
lls
c
h
a
ft
)

S

よ

う

な

)

と

関

連

す

る

特

別

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

こ

こ

で

は

㍍

人

っ
て

い
な

い

。

私

法

L

取

引

き

し

て

い

る

国

家

共

同

体

の
基

本

権

制

約

に

つ

い

て

は

、

参

照

、

さ

し

あ

た

り

、

P
F.T
F.R
S
:¥L
.a
D
I¥
°
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
p
r
o
b
le
m

e
,

in
:
D
ie
B
e
s
o
r
g
u
n
gq

o
f
f
e
n
t
li
c
h
e
r
A
u
f
g
a
b
e
n

d
u
t
c
h

P
r
iv
a
t
r
e
c
h
t
s
s
u
b
je
k
t
e

(
H
r
s
g
°:
B
e
r
n
d
-
C
h
r
is
t
ia
n

F
u
n
k
)
,
W

i
e
n

1
9
8
1
,
S
.
5
9

hh
°

(24

)

近

時
お

こ
な
わ

れ
た
、

.
般

連
邦

行
政

と
り

わ
け

訴
願

制
度

に
お
け

る

ー

の
帰
結

と

し

て
の
プ

ロ

.
ヘ
ル
ヴ

ェ
テ

ィ
ア

〔財

団
〕

の

分
割

(
一
九

八
〇
年

一
〇

月

一
〇

H
改

正

の
プ

ロ

・
ヘ
ル
ヴ

ェ
テ

ィ
ア
財

団

に

か
ん
す

る
連

邦
法
律

)

は
、

こ
の
よ

う
な
観

点

の
ド

で
基

本
的
意

義
を

も

つ
。
連

邦
参

事
会

通
知

(
切σ
Oロ
=

㊤
8
0
II,
S
.
14
4
f
°)
も

参
照

の
こ
と
。

(25

)

同

じ
意

味

の
も

の
と

し

て
、

R
O
L
F
H
.
W

cB
F
a
,
P
u
b
liz
is
tis
ch
e
a
n
d
w
irts
ch
a
ftlic
h
e
S
tru
k
t
u
r
en
im

R
u
n
d
fu
n
k
b
e
re
ich
°
法
的

比

較

を
し

て
い
る

問
題

の

ス
ケ

ッ
チ

に

つ
い
N
は
'

Z
B
I
19
8
1,
S
.
3
9
7
ff;
ま
た

'
J
(5R(:
P
ン
　　L
M

t.t.旨
at
,
G
i
u
n
d
i°ech
tlic
h
e
A
s
p
ek
te
d
er

ζ
ed
ien
g
e
s
a
m
t
k
o
n
ze
p
tio
n
,
Z
S
R

198
0
I
,
S
°
°。
ω
中

も

参
照

せ

よ
。

(26

)

た
と

え
ば

、

或

る
戒

告
処

分

に

つ
い
て

の
判

決

と

の
関
連

"
お

;

N

B
G
E

9
°。
冨

。゚
一
h
の
中

で
き

わ
だ

っ
て

い
る

の
は

、

偏
向

し

た
テ

レ
ビ

ジ

ョ
ン
報

道

が
投
票

結

果

に
許

容

し
が

た

い
仕
方

で
影
響

を

及

ぽ
し

て

い
る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
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